
　
日
米
豪
３
カ
国
の
共
同
訓
練
「
コ
ー
プ
ノ
ー
ス
・
グ
ア
ム
」
で
、
米
空
軍
の
Ｂ
�
戦
略
爆
撃
機
を
先
頭
に
編

隊
を
組
む
（
そ
の
右
下
に
）
空
自
の
Ｆ
�
、
Ｆ
２
戦
闘
機
、
豪
空
軍
の
Ｆ
Ａ
�
戦
闘
攻
撃
機
な
ど
の
航
空
機

（
２
０
１
３
年
２
月
、
米
グ
ア
ム
島
付
近
の
上
空
で
）
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聞第�回「正論大賞」受賞。専門は東アジア
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１
９
７
２
年
（
昭
和
�
年
）
５
月
�
日
、
沖
縄
の
施
政

権
が
米
国
か
ら
日
本
に
返
還
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
同
年

�
月
、
那
覇
市
に
陸
自
那
覇
駐
屯
地
が
開
設
さ
れ
、
そ
の

後
、
海
・
空
自
部
隊
も
配
置
さ
れ
た
（朝
雲
新
聞
社
刊
『
波

乱
の
半
世
紀
―
―
陸
上
自
衛
隊
の
�
年
』
か
ら
）

　日米同盟強化のために来日、天皇皇后両陛下の出迎えを受け、

陸自特別儀仗隊から栄誉礼を受けるトランプ米大統領夫妻

（２０１９年５月�日、皇居・宮殿東庭で）＝米大使館提供

　北朝鮮が弾道ミサイルを繰り返し発射した２０１７年、日米の海上・航空部隊は日本海で大規模演習を

行った。写真は米海軍の空母「カール・ビンソン」（右奥）、「ロナルド・レーガン」（右手前）を

中心に、編隊を組み航行する日米の艦隊。上空は空自のＦ�戦闘機部隊（２０１７年６月１日、日本海で）

１

現
行
の
日
米
同
盟
の

役
割
と
限
界

　
去
る
７
月
�
日
、
米
国
の
ポ
ン
ペ
オ
国
務

長
官
は
「
（
中
国
の
）
習
近
平
総
書
記
は
破

綻
し
た
全
体
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
信
奉
者

だ
。
こ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
こ
そ
が
、
中
国
共

産
党
の
世
界
的
覇
権
へ
の
欲
望
を
示
す
」
、

「
我
々
は
中
国
を
歓
迎
し
た
が
、
中
国
共
産

党
は
我
々
の
自
由
で
開
か
れ
た
社
会
を
悪
用

し
た
。
中
国
は
優
れ
た
知
的
財
産
や
企
業
秘

密
を
だ
ま
し
取
っ
た
」
と
手
厳
し
い
演
説
を

行
っ
た
。
こ
れ
は
単
な
る
米
中
対
立
で
は
な

い
。
冷
戦
時
代
の
米
ソ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対

決
を
想
起
さ
せ
る
。

　
ソ
連
の
崩
壊
後
に
で
き
た
ロ
シ
ア
は
民
主

制
を
装
っ
た
が
、
結
局
、
専
制
体
制
に
戻
っ

た
。
朝
鮮
半
島
の
北
半
分
は
「
金
独
裁
」
が

続
く
。
こ
の
よ
う
に
、
日
本
の
周
囲
に
は
全

体
主
義
の
国
が
中
国
を
筆
頭
に
３
カ
国
も
あ

る
。
し
か
も
核
保
有
国
で
あ
る
。
日
米
同
盟

が
中
・
露
・
朝
を
牽
制
し
、
東
ア
ジ
ア
の
勢

力
均
衡
を
日
米
に
有
利
に
し
て
お
く
に
は
ど

う
す
べ
き
か
。

　
も
ち
ろ
ん
最
大
の
脅
威
は
中
国
で
あ
る
。

中
国
は
、
南
シ
ナ
海
、
台
湾
、
お
よ
び
東
シ

ナ
海
で
の
海
洋
覇
権
を
拡
大
し
、
米
国
の
影

響
力
を
西
太
平
洋
地
域
か
ら
駆
逐
す
る
こ
と

を
狙
っ
て
き
た
。

　
こ
れ
に
対
抗
し
て
、
米
国
は
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
と
組
ん
で
、
中
国
の
南
シ
ナ
海
岩
礁
の

占
有
を
違
法
だ
と
し
、
南
シ
ナ
海
で
共
同
軍

事
演
習
な
ど
を
し
て
強
い
拒
否
姿
勢
を
見
せ

て
い
る
。
さ
ら
に
中
国
は
、
香
港
の
自
由
を

奪
う
挙
に
で
た
。
そ
の
香
港
に
対
し
て
も
、

米
国
は
香
港
人
権
法
を
制
定
し
、
習
近
平
政

権
の
権
威
主
義
（
全
体
主
義
）
的
統
治
の
導

入
に
対
抗
し
つ
つ
、
台
湾
の
独
立
傾
向
を
示

す
蔡
英
文
政
権
に
抗
す
る
中
国
の
動
き
を
警

戒
し
て
い
る
。

　
こ
れ
が
日
本
を
取
り
巻
く
国
際
情
勢
で
あ

る
。

　
西
太
平
洋
に
お
け
る
在
日
米
軍
の
行
動

は
、
日
米
安
保
条
約
第
６
条
に
基
づ
く
も
の

で
あ
り
、
日
本
の
施
政
権
下
に
あ
る
尖
閣
諸

島
の
防
衛
に
出
た
自
衛
隊
が
攻
撃
を
受
け
れ

ば
、
米
軍
は
第
５
条
に
基
づ
い
て
自
衛
隊
を

支
援
す
る
。
そ
し
て
自
衛
隊
は
憲
法
に
よ
り

「
専
守
防
衛
」
の
枠
内
で
の
み
行
動
が
で
き

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、現
実
の
西
太
平
洋
地
域
情
勢
は
、

こ
れ
以
上
に
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
在
日
米

軍
が
南
シ
ナ
海
で
中
国
の
軍
事
行
動
に
対
抗

す
る
時
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
軍
は
米
軍
と
一

体
と
な
っ
て
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

自
衛
隊
は
憲
法
上
、
専
守
防
衛
の
枠
内
で
の

行
動
し
か
認
め
ら
れ
て
い
な
い
と
の
憲
法
上

の
解
釈
か
ら
、そ
の
支
援
に
参
加
で
き
な
い
。

　
同
様
に
、
台
湾
海
峡
で
米
中
海
軍
が
対
峙

し
た
時
、
海
上
自
衛
隊
は
米
軍
の
間
接
的
支

援
（
情
報
提
供
な
ど
）
し
か
で
き
な
い
と
い

う
現
状
に
あ
る
。

　
こ
こ
に
自
衛
隊
が
地
域
の
安
定
に
寄
与
し

よ
う
と
し
て
も
、
そ
こ
に
深
刻
な
限
界
が
あ

る
。

　
２
０
１
５
年
４
月
の
「
日
米
協
力
の
た
め

の
指
針
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
」
お
よ
び
同
年

９
月
の
平
和
安
保
法
制
は
従
来
の
自
衛
隊
に

よ
る
友
邦
の
部
隊
へ
の
支
援
を
よ
り
柔
軟
に

し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
基
本
的
に
は
支
援

活
動
（
戦
闘
地
域
か
ら
離
れ
た
地
域
で
の
情

報
提
供
、
捜
索
救
助
な
ど
）
を
す
る
も
の
で

あ
る
。

２

日
米
同
盟
の
今
後
の

役
割
と
展
望

　
こ
れ
ま
で
の
日
本
の
外
交
は
、
「
日
米
同

盟
を
維
持
し
な
が
ら
、
日
中
友
好
を
築
い
て

い
く
」
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
本
年
の
春

に
は
習
近
平
国
家
主
席
を
公
式
招
待
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
計
画
は
コ
ロ
ナ
禍

で
中
止
と
な
っ
た
が
、
尖
閣
諸
島
周
囲
を
長

ゆ
う
よ
く

期
間
遊
弋
し
て
日
本
の
巡
視
船
に
圧
力
を
加

え
る
中
国
公
船
か
ら
は
、
全
く
対
日
友
好
の

姿
勢
を
見
て
取
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た

し
、
そ
の
後
も
そ
の
姿
勢
は
き
わ
め
て
敵
対

的
で
あ
る
。

　
日
米
安
保
条
約
が
発
足
し
て
以
降
、
日
米

間
に
こ
れ
だ
け
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
た

こ
と
は
な
か
っ
た
。
日
本
が
第
一
に
す
べ
き

こ
と
は
、
日
米
間
の
対
中
政
策
の
大
き
な
ギ

ャ
ッ
プ
を
調
整
し
、
西
太
平
洋
に
お
け
る
中

国
の
覇
権
主
義
的
行
動
を
抑
止
す
る
米
豪
な

ど
と
今
後
ど
ん
な
共
通
行
動
を
と
る
べ
き

か
、
そ
の
施
策
に
取
り
組
む
こ
と
で
あ
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
米
中
対
決
が
先
鋭

化
し
、
主
要
国
が
二
分
断
し
た
今
日
、
日
本

は
米
国
と
の
同
盟
関
係
を
一
層
重
視
し
て
民

主
主
義
陣
営
内
で
主
要
な
役
割
を
果
た
そ
う

と
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
日
中
友
好
」

と
は
距
離
を
置
き
、
自
由
と
民
主
主
義
を
重

ん
じ
る
勢
力
に
入
り
、
そ
れ
を
支
援
す
る
こ

と
で
あ
る
。

　
自
由
主
義
勢
力
の
中
核
で
あ
る
Ｇ
７
（
主

要
国
首
脳
会
議
）
の
加
盟
国
を
現
在
の
７
カ

国
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ
ン
ド
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
な
ど
の
民
主
主
義
国
を
加
え
て
、

一
層
強
力
な
先
進
国
首
脳
会
議
と
す
る
こ
と

に
、
日
本
が
外
交
的
努
力
を
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

　
現
在
の
日
本
の
防
衛
費
は
公
式
に
は
Ｇ
Ｄ

Ｐ
１
パ
ー
セ
ン
ト
弱
と
な
っ
て
い
る
が
、
国

際
基
準
で
の
海
上
保
安
庁
経
費
、
Ｐ
Ｋ
Ｏ
関

連
経
費
な
ど
を
加
え
れ
ば
１
・
３
パ
ー
セ
ン

ト
く
ら
い
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
防
衛
費

を
増
額
し
て
Ｇ
Ｄ
Ｐ
２
パ
ー
セ
ン
ト
に
近
づ

け
る
こ
と
で
、
日
本
の
防
衛
費
は
国
際
基
準

に
並
ぶ
。
そ
う
な
れ
ば
日
本
は
国
際
問
題
に

関
し
て
相
当
程
度
の
発
言
権
を
持
つ
こ
と
が

で
き
る
。

　
こ
の
間
、
日
本
は
自
衛
隊
の
防
衛
力
向
上

を
図
る
べ
く
努
め
て
き
た
。
陸
上
自
衛
隊
は

オ
ス
プ
レ
イ
や
水
陸
機
動
団
、
海
上
自
衛
隊

は
大
型
護
衛
艦
、
航
空
自
衛
隊
は
宇
宙
作
戦

隊
な
ど
の
導
入
が
な
さ
れ
て
き
た
。
政
府
は

宇
宙
、
サ
イ
バ
ー
、
お
よ
び
電
磁
波
分
野
の

防
衛
力
を
強
化
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
陸
海
空
自

衛
隊
装
備
と
連
携
さ
せ
る
こ
と
を
計
画
し
て

い
る
。
政
府
は
陸
上
配
備
型
迎
撃
ミ
サ
イ
ル

・
シ
ス
テ
ム
「
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
」
を

断
念
し
た
が
、
そ
の
代
替
と
し
て
「
敵
基
地

攻
撃
能
力
」の
保
有
を
検
討
し
始
め
て
い
る
。

　
こ
の
「
敵
基
地
攻
撃
能
力
」
の
保
有
は
、

「
専
守
防
衛
」
を
逸
脱
す
る
も
の
だ
と
の
反

対
意
見
も
あ
る
が
、
敵
基
地
か
ら
差
し
迫
っ

た
攻
撃
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
場
合

に
先
制
攻
撃
を
す
る
の
は
「防
御
的
自
衛
権
」

の
範
囲
内
だ
と
す
る
見
解
が
有
力
に
な
り
つ

つ
あ
る
。

　
日
本
の
こ
れ
ま
で
の
外
交
の
弱
点
は
、
外

交
を
支
え
る
防
衛
力
（
相
手
に
対
す
る
威
嚇

力
）
の
不
足
に
あ
っ
た
。
「自
衛
権
の
範
囲
」

を
柔
軟
に
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
外
交

力
を
効
果
的
に
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ

れ
に
よ
っ
て
米
国
の
一
層
の
信
頼
を
勝
ち
得

る
こ
と
が
で
き
、
日
米
同
盟
を
よ
り
強
力
な

も
の
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
友
好

国
と
の
共
同
行
動
が
可
能
に
な
る
。

　
日
本
は
「
普
通
の
国
」
に
近
づ
く
こ
と
を

怖
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
防
御
的
な
軍
事
力

の
行
使
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

こ
れ
を
行
使
す
る
覚
悟
と
気
概
が
日
本
そ
し

て
日
米
同
盟
を
強
く
す
る
。
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